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スローライフ事業メニューに

賛同していただきたい団体～
　ここまで掲げてきた「スローライフ事業メニュー」に取り組んでもらい

たい、あるいは協力してもらいたい団体等の検討も行いました。（＊まだ

まだいろいろな団体がありますが、スローライフ小城の会で把握できてい

る団体ということでご了承ください。）この他のどんな団体の活動でも

「スローライフの視点」を持った事業の展開はできますので、ぜひ活動に

盛り込んでください。

市民・区長会・小中高校・美術の先生の部会・ＰＴＡ・文化連盟・文化団

体・郷土史研究会・中林梧竹顕彰会・津の里ミュージアム・小城モデラー

ズ倶楽部・歩こう会・食生活改善グループ・スローフードはなの会・小城

の自然を育てる会・老人クラブ・地域婦人会・ＮＰＯ天山ものづくり塾・

まちづくり団体・観光協会・商工会議所・商工会・羊羹組合・鯉料理組

合・飲食店・和洋菓子店・市内企業・商店・ＪＡ・漁協・直売所・佐賀県

農業改良普及センター・有明水産振興センター・佐賀大学・佐賀短期大

学・テレビ局・ＮＰＯスローライフジャパン・スローライフ小城の会・図

書館・公民館・小城市
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「すでにスローライフな視点で取り組みが

　行われているもの」と「市役所の取り組み」～

▼小城市では、市民活動がとても活発に行われていますが、このプランに

は、主に新しい取り組みとしてどういうことが考えられるか、という

ことを示しています。

▼現在、すでに「スローライフ」と呼べる活動も行われている状況があ

り、それらの活動についても「小城市が一体的に取り組むスローライ

フ」という位置づけとし、リードしてもらいます。

▼また、市役所が行う事業についても「スローライフ」という視点を意識

して取り組むと同時に、市民が行う活動に対して側面的な支援を行っ

ていきます。
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小城のスローライフを定着させ

広めるために～
　「スローライフ」はさまざまな角度で考えられることであり、スローラ

イフ小城の会の活動や、それぞれ事業を実施する団体等にあっては、その

趣旨を説明し、企業等の協力を受けることも視野にいれます。

　例えば、次のようなお願いメッセージにより、企業等訪問、あるいはイ

ンターネット上に発信していきます。

　理想は、常にバックアップしていただく企業等があり、事業実施の際に

は、そのパンフレットやチラシに賛同企業等の名前を掲載していくという

ような形です。

　また、賛同いただく市民の力を生かすことも考えていきます。

お願いメッセージ（例）

小城市では、『スローライフ』という視点で、まちづくりに取り組ん

でいます。

小城市の目指す『スローライフ』は、生活の豊かさを基本にした「質

の高い美しいまち」です。ちょっと立ち止まってみることにより、い

いもの、いいこと、素晴らしい自然に気づき、小城市の宝（誇り）を

磨き上げていきたいと活動をしています。

そして、この『スローライフ』の動きは、全国へと発信します。

ぜひ、このような考えにご賛同いただきたいと思います。
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さらなるステップアップとして～
　次のような流れで小城市のスローライフの取り組みが進むことを目指しま

す。

スローライフ
小城の会

独自にスローライフのＰＲ

賛同・資金協力（会費・寄付等）

資金援助

賛同企業ＰＲ市民 活動や資金協力

活動や資金協力

支援・情報提供
情報発信

個人でも可能な全国発信

企業 企業 企業

事業

事業

事業

行政


